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標題：近藤効果の非平衡ゆらぎ 

日時：2018 年 7 月 5 日(木) 午後４時〜 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室(A632) 

講師：小林 研介 

所属：大阪大学 大学院理学研究科 物理学専攻 

要旨： 

半導体や金属を微細加工して作製される微小な固体素子をメゾスコピック系と呼ぶ。その最大の特長は、量子効果が本

質的であるようなスケールにおいて、磁場や電場などの外場を利用することで、制御性の高い実験ができる点にある。た

とえば、電子干渉計や人工原子等で発現するコヒーレンスや電子相関に基づく多彩な量子現象の観測とその制御は、

1980 年代以降の物性物理学の発展に大きな貢献を果たしてきた。 

ところで、これまでにメゾスコピック系に対して行われてきた実験的研究の多くは、電流(あるいは電気伝導度)測定を

主体とするものである。このような測定によって検出される情報は時間平均された性質である。その一方で、近年、非平

衡状態の動的な情報を得る手段として、電流ゆらぎ測定が大きな関心を集めるようになってきた。 

本談話会では、まず、メゾスコピック系における電気伝導と電流ゆらぎについて紹介する。その後、人工原子(カーボ

ンナノチューブ量子ドット)を用いて、非平衡領域にある近藤効果について行った研究についてお話しする[1, 2, 3]。私た

ちの成果は、非平衡量子多体系に対して、理論を定量的に検証するレベルで精密な実験的研究が可能であることを示す。 

 

本研究は、荒川智紀、秦徳郎、藤原亮(阪大理物)、M. Ferrier、R. Delagrange、R. Deblock、R. Weil (パリ南大‒

CNRS)、阪野塁(東大物性研)、寺谷義道、小栗章(大阪市大理)の各氏との共同研究によります。 

[1] M. Ferrier et al., Nature Phys. 12, 230-235 (2016). 

[2] M. Ferrier et al., Phys. Rev. Lett. 118, 196803 (2017). 

[3] 解説として、小林研介、パリティ 32, 16-21 (2017). 

 

 

標題：光受容型膜タンパク質微生物型ロドプシンの機能の多様性の起源に迫る 

日時：2018 年 8 月 23 日(木) 午後２時～午後３時 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室(A632) 

講師：井上 圭一 

要旨： 

海洋や湖沼、河川、土壌などをはじめとする地球上の様々な環境中には、莫大な数の細菌や藻類などの微生物が棲息し

ているが、近年のゲノム研究の発展により、その多くが細胞内に「微生物型ロドプシン」と呼ばれる光受容型膜タンパク

質を持つことが明らかとなってきている。これら微生物型ロドプシンは、我々ヒトを含めた動物の網膜中に存在する「動

物型ロドプシン」と極めてよく似た 7 回膜貫通型構造を持ち、さらに同じビタミン A の誘導体であるレチナールを発色団

としてタンパク質内部に結合している。そしてレチナールが光を吸収すると、全トランス型から 13 シス型への異性化反

応を起こし、細胞内外へ輸送する光駆動型イオンポンプや、電気化学勾配に沿って双方向にイオンを輸送する光ゲート式

イオンチャネル、走光性センサーなど非常にバラエティに富んだ生理機能が発現される。 

その中で、我々はこれまでにこれら微生物型ロドプシンが 7 回膜貫通型構造および発色団レチナールからなる共通構造

をもとに、どの様にしてこれほどまでに多様な生理機能の発現を達成するのか、その分子メカニズムについて、過渡吸収
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法や過渡回折格子法、赤外分光法などを用いた物理化学的研究を行ってきた。また最近では新たにNa+ポンプ型や内向き

H+ポンプ型などの新奇なイオンポンプ型ロドプシンを独自に見出し、その輸送機構についても解明を進めている[1-3]。

さらに 2018 年には既存の微生物型および動物型のいずれとも異なる新たなロドプシンファミリーが自然界に広範に存在

することを明らかにし[4]、談話会ではこれら新奇分子を含めた微生物型ロドプシンの基礎研究から最新トピックス、さ

らにはオプトジェネティクスへの応用など、我々の研究と共に世界的な現状を含めて幅広く紹介する。 

[1] K. Inoue et al., Nature Commun. 4, 1789 (2013) 

[2] H. E. Kato et al., Nature 521, 48-53 (2015) 

[3] K. Inoue et al., Nature Commun. 7, 13415 (2016) 

[4] A. Pushkarev and K. Inoue et al., Nature 558, 595-599 (2018) 

 

 

標題：平成 30 年度 後期客員所員講演会 

日時：2018 年 10 月 18 日(木) 午前 11 時～午後 0 時 10 分 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室(A632) 

要旨： 

平成 30 年度後期客員所員の講演会を開催しますので、奮ってご参加ください。 

新任の客員の先生方におきましては、所内はもちろん所外を含め広くかつ活発な共同研究を展開されることを期待し、

自己紹介及び物性研究所での研究目標等をご説明いただきます。 

 

11:00-11:10  所長挨拶（森 初果：物性研究所長) 

 

11:10-11:40  Natalia DRICHKO (Johns Hopkins University) 

       「Raman scattering of triangular lattice antiferromagnets:from helical order to nematic order」 

 

11:40-12:10  高橋 晋（南カルフォルニア大学） 

       「NV 中心を用いた単一スピンレベルでの磁気共鳴法」 
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